
第
一
生
命
サ
ラ
っ
と
一
句
！
わ
た
し
の
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル

サ
ラ
川
で
考
え
る「
日
本
の
教
育
」

生涯17883-01　2023年9月版

DIC2164（C77M1Y13K0）

特設サイトでは様々な情報を公開しています。
サラ川小冊子シリーズは Web でもご覧いただけます。
サラ川特設サイト
https://event.dai-ichi-life.co.jp/company/senryu/index.html

サラ川最新情報はこちら 
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は
じ
め
に

サ
ラ
川せ

ん
で
考
え
る
「
日
本
の
教
育
」

「
サ
ラ
っ
と
一
句
！
わ
た
し
の
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
（
略
し
て
サ
ラ
川
）」
は
、「
第
一
生
命
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
」

と
し
て
１
９
８
７
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
35
年
、
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の

激
化
、
急
激
な
技
術
革
新
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
様
々
な
変
化
が
起
こ
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
こ
う
し
た
変

化
に
対
応
す
る
た
め
の
「
教
育
改
革
」
も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

１
９
９
０
年
代
は
大
学
進
学
率
が
急
上
昇
し
、
若
者
の
高
学
歴
化
が
進
み
ま
し
た
。
一
方
、
過
度
な
受
験
競
争

や
詰
込
み
型
の
知
識
偏
重
教
育
が
問
題
視
さ
れ
、
２
０
０
２
年
か
ら
は
「
ゆ
と
り
教
育
」
と
し
て
、
豊
か
な
人
間

性
や
個
性
を
伸
ば
す
教
育
へ
舵
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
産
業
構
造
の
変
化

は
ま
す
ま
す
進
み
、
日
本
企
業
の
競
争
力
は
さ
ら
に
低
下
。
２
０
１
１
年
か
ら
は
脱
ゆ
と
り
教
育
に
転
換
し
、
外

国
語
教
育
や
理
数
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
代
後
半
か
ら
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
台
頭

し
始
め
、
学
校
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
、
社
会
人
は
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
様
々
な
変
化
が
あ
っ
た
一
方
、
35
年
間
変
わ
ら
ず
親
を
悩
ま
せ
続
け
る
の
は
教
育
費
や
受
験
。
サ
ラ

川
に
は
、
変
わ
る
教
育
と
変
わ
ら
な
い
悩
み
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
、
時
に
鋭
く
風
刺
し
た
作
品
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
本
誌
で
は
、
そ
う
し
た
作
品
と
と
も
に
「
日
本
の
教
育
」
を
振
り
返
り
ま
す
。
教
育
や
学
校
は
誰
に
で
も

身
近
な
話
。
ご
自
身
の
思
い
出
と
重
ね
な
が
ら
、
ご
覧
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

本誌に登場する教育に関連する主な動き

1990 ～ 1994年

過去50年間の18歳人口のピーク

受験競争の過熱化

就職氷河期突入

1995 ～ 1999年 大学進学率急上昇

2000 ～ 2004年
「ゆとり教育」開始

完全学校週５日制導入

2005 ～ 2009年
教育基本法改正

4年制大学への進学率が50％超

2010 ～ 2014年

授業時間数増加等による「脱ゆとり化」

小学校で「外国語活動」が必修化

グローバル人材の育成促進

2015 ～ 2020年

海外留学・留学生の受入れ増加

PISA※にて日本の「読解力」急落

AI（人工知能）の台頭

2020年～

コロナ禍による国際交流の縮小

小中学校への1人1台端末導入

小学校でプログラミング教育が必修化

リカレント教育・リスキリングの広まり

※�OECD生徒の学習到達度調査の略称で、国際的な学習到達度に関する調査。15歳児（日本
では高校1年生）を対象に読解力、数学的リテラシー、科学的リテラシーの3分野について、
３年ごとに調査を実施。
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教
育
費　

な
っ
て
ほ
し
い
わ　

価
格
破
壊
！

	

パ
ー
ト
か
け
も
ち
母
（
第
９
回　

１
９
９
５
年
）

塾
の
前　

子
を
待
つ
車
で　

大
渋
滞

	

歩
い
て
帰
ら
せ
よ
（
第
９
回　

１
９
９
５
年
）

マ
マ
の
夢　

カ
バ
ン
に
詰
め
て　

塾
通
い

	

夢
追
人
（
第
12
回　

１
９
９
８
年
）

デ
フ
レ
で
も　

子
供
の
教
育　

イ
ン
フ
レ
だ

	

た
め
息
親
父
（
第
16
回　

２
０
０
２
年
）

退
職
金　

孫
の
学
費
に　

狙
わ
れ
る

	

和
尚
（
第
26
回　

２
０
１
２
年
）

① 
教
育
費

い
つ
の
時
代
も
親
を
悩
ま
せ
て
き
た
の
が
教
育
費
で
す
。
子

育
て
に
か
か
る
経
済
的
な
負
担
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
「
学
校

教
育
費
」
や
「
学
習
塾
な
ど
学
校
以
外
の
教
育
費
」
を
挙
げ
る

割
合
が
他
国
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
価
格
破

壊
！
」
を
願
う
声
に
反
し
て
、
教
育
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
な
か
で
も
、
学
習
塾
代
が
特
に
増
え
て
お
り
、
公
立

小
学
生
の
１
人
あ
た
り
の
平
均
額
は
１
９
９
４
年
度
の
年
間
約

５
万
円
か
ら
２
０
２
１
年
度
に
は
約
８
万
円
と
な
り
ま
し
た（
令

和
３
年
度
子
供
の
学
習
費
調
査
）。
教
育
費
負
担
の
重
さ
は
、
日

本
の
少
子
化
の
一
因
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

首
都
圏
模
試
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
２
０
２
３
年
の
１
都
３

県
の
私
立
・
国
立
中
学
校
受
験
者
は
５
万
２
６
０
０
名
と
過
去

最
高
に
な
り
ま
し
た
。
小
学
校
６
年
生
の
18
％
に
あ
た
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
※
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
、
私
立
・
国
立
中
学
校
の
人
気
を
高
め
て

い
る
理
由
の
一
つ
で
す
。
こ
う
し
た
受
験
費
用
や
入
学
金
な
ど

積
み
重
な
る
教
育
費
に
、
時
に
は
祖
父
母
の
援
助
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
で
す
。

※	

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ	

ａ
ｎ
ｄ	

Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ	

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
の
略
称
で
、
情
報
通
信
技
術
を
指
す
。

10.8%

30.5%

42.8%

59.2%

36.8%

39.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

医療費

食費

学習塾以外の習いごとの費用

学習塾など学校以外の教育費

学校教育費

保育にかかる費用

日本 スウェーデン ドイツ フランス

10.8%

30.5%

42.8%

36.8%

（注）20 ～ 49 歳の男女で、子供が 1 人以上の回答者が対象。複数回答あり。
（出典） 内閣府子ども ･ 子育て本部「令和２年度『少子化社会に関する国際意識調査』

報告書」より作成

子育てにかかる経済的な負担で大きなもの（2020年）
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イ
チ
ロ
ー
を　

越
え
た
と
二
浪
の　

息
子
言
い

	

な
が
し
め
監
督
（
第
８
回　

１
９
９
４
年
）

定
年
も　

二
年
延
び
た
が　

子
も
二
浪

	

読
み
人
知
ら
ず
（
第
12
回　

１
９
９
８
年
）

難
関
の　

大
学
卒
業　

職
場
な
し

	

不
況
風
（
第
16
回　

２
０
０
２
年
）

一
点
で　

二
転
三
転　

志
望
校

	

七
転
八
起
（
第
19
回　

２
０
０
５
年
）

狭
き
門　

大
学
よ
り
も　

勤
め
先

	

就
活
生
（
第
25
回　

２
０
１
１
年
）

大
学
受
験
も
変
わ
り
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
の
18
歳
人
口
は
、

過
去
50
年
間
で
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
１
９
９
２
年
の
半
分
程
度
。

大
学
進
学
率
が
倍
以
上
に
伸
び
て
い
る
の
で
、
志
願
者
数
は
そ

れ
ほ
ど
減
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
学
自
体
が
増
え
て
い
る
た
め
、

志
願
者
と
入
学
定
員
の
数
だ
け
を
見
れ
ば
昔
ほ
ど
「
狭
き
門
」

で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
入
試
方
式
の
多
様
化
も
進
み
、
１

点
に
左
右
さ
れ
る
一
般
入
試
の
合
格
者
は
半
数
で
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
最
近
は
現
役
志
向
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
２
０
２
３
年
の
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
（
旧
・
セ
ン
タ
ー
試
験
）
の
志
願
者
の
う
ち
、
高
校

等
既
卒
者
（
浪
人
生
）
の
割
合
は
14
％
と
過
去
最
低
に
な
り
ま

し
た
。
昔
と
比
べ
て
二
浪
は
珍
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
大
学
受
験
を
乗
り
越
え
て
も
、
バ
ブ
ル
崩
壊
や
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
は
多
く
の
大
学
生
が
就
職
難
に
苦
し
み
ま
し

た
。
以
前
は
、
学
業
と
就
職
の
つ
な
が
り
は
薄
く
、
部
活
動
の

経
験
等
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
※
の
広

が
り
も
あ
り
、大
学
で
専
門
性
を
身
に
着
け
る
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
雇
用
や
就
職
活
動
の
変
化
が
、
今
後
は
大
学
選
び

に
よ
り
影
響
を
与
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

※
職
務
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
し
て
雇
用
す
る
形
態
。

65.8%
49.0%

31.7%

36.2%

13.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2000年度 2022年度

一般入試 推薦入試
総合型入試 その他

② 
大
学
受
験
・
就
職
活
動

（出典） 文部科学省「全国大学一覧」「学校基本調査」「国公私立大学・短期大学入学者
選抜実施状況」より作成

（注）大学は学部のみを対象

大学受験に関する比較 入試選抜別入学者割合

1992 年 2022 年
18 歳⼈⼝ 205 万⼈ 112 万⼈
⼤学進学率 26.4% 56.6%
現役⼤学⼊学志願者 64.1 万⼈ 59.5 万⼈
⼤学⼊学定員 47.3 万⼈ 62.7 万⼈
⼤学の数 523 校 807 校
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新
人
類　

今
は
普
通
の　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

	

モ
カ
再
度
（
第
13
回　

１
９
９
９
年
）

昔
は
と　

上
司
言
う
け
ど　

今
は
今

	

栗
ポ
ン
（
第
27
回　

２
０
１
３
年
）

ゆ
と
り
で
し
ょ
？　

そ
う
言
う
あ
な
た
は　

バ
ブ
ル
で
し
ょ
？

	

な
お
ま
る
御
前
（
第
30
回　

２
０
１
６
年
）

「
飲
み
行
く
か
？
」　

ゆ
と
り
世
代
は　

「
す
み
ま
せ
ん
」

	

た
た
た
ー
（
第
32
回　

２
０
１
８
年
）

さ
と
り
社
員　

叱
ら
ず
許
す　

ゆ
と
り
社
員

	
よ
み
人
知
ら
ず
（
第
32
回　

２
０
１
８
年
）

サ
ラ
川
に
は
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
む
作
品
が
昔
か
ら
多

く
あ
り
、
教
育
は
そ
う
し
た
世
代
の
括
り
方
に
も
関
連
し
て

い
ま
す
。
価
値
観
が
新
し
い
と
い
わ
れ
た
「
新
人
類
」
は
、

１
９
７
９
年
に
始
ま
っ
た
共
通
一
次
試
験
（
現
・
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
）
を
最
初
の
頃
に
経
験
し
た
層
と
重
な
り
、「
ゆ
と
り

世
代
」
は
２
０
０
２
年
度
か
ら
実
施
の
学
習
指
導
要
領
の
下
、

い
わ
ゆ
る
「
ゆ
と
り
教
育
」
を
受
け
た
層
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゆ
と
り
教
育
は
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
頃
の
過
熱
す
る
受
験

競
争
や
、
詰
込
み
型
の
知
識
偏
重
教
育
を
見
直
す
た
め
に
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
完
全
週
５
日
制
や
授
業
時
数
の
削
減
に
よ
り「
ゆ

と
り
」を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、科
目
横
断
的
な
学
習
を
行
う「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」を
創
設
す
る
な
ど
、自
ら
学
び
考
え
る「
生

き
る
力
」
の
育
成
を
目
指
し
ま
し
た
。

ゆ
と
り
世
代
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
た
れ
が
ち
で
す

が
、
飲
み
の
誘
い
を
断
る
≒
は
っ
き
り
「
Ｎ
ｏ
」
が
言
え
る
、

と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
今
後
も
多
様
で

新
し
い
世
代
が
社
会
に
出
て
き
ま
す
。「
今
は
今
」と
受
け
入
れ
、

時
に
川
柳
に
し
な
が
ら
、
価
値
観
や
考
え
方
の
違
い
を
楽
し
ん

で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

③ 
ゆ
と
り
教
育

1989 年改訂
【社会の変化に自ら対応できる心豊かな人間の育成】
生活科の新設、道徳教育の充実

※1992年度から順次実施

1998・
1999年改訂

【基礎・基本を確実に身に付けさせ、
 自ら学び自ら考える力などの［生きる力］の育成】
教育内容の厳選、「総合的な学習の時間」の新設

※2002年度から順次実施

2008・
2009年改訂

【「生きる力」の育成、基礎的・基本的な知識・技能の習得、
 思考力・判断力・表現力等の育成のバランス】
授業時数の増加、小学校外国語活動の導入

※2011年度から順次実施

2017～
2019年改訂

【「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力など」
 「学びに向かう力、人間性など」の 3つの柱からなる「資質・能力」を
 総合的にバランスよく育む】
プログラミング教育の導入、理数教育・体験活動の充実

※2020年度から順次実施
（出典）文部科学省「学習指導要領」より作成

学習指導要領の変遷
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英
会
話　

駅
前
上
司　

部
下
本
場

	

ノ
バ
＆
ジ
オ
ス
（
第
９
回　

１
９
９
５
年
）

日
本
語
も　

出
来
な
い
子
供
に　

英
会
話

	

教
育
マ
マ
（
第
10
回　

１
９
９
６
年
）

英
会
話　

何
年
た
っ
て
も　

入
門
編

	

あ
お
す
じ
（
第
15
回　

２
０
０
１
年
）

留
学
生　

俺
よ
り
う
ま
い　

標
準
語

	

微
風
（
第
27
回　

２
０
１
３
年
）

英
語
増
え　

仕
事
場
行
く
と　

言
葉
減
り

	
ゆ
う
く
ん
パ
パ
（
第
32
回　

２
０
１
８
年
）

サ
ラ
川
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
ニ
ー
ズ
が
拡
大
し
続
け
た
の
は

英
語
教
育
で
す
。
子
ど
も
の
英
会
話
や
な
か
な
か
上
達
し
な
い

こ
と
へ
の
苦
悩
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
乗
る
た
め
に
奮

闘
す
る
様
子
が
作
品
に
表
れ
て
い
ま
す
。　

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
と
い
う
言
葉
は
、
２
０
１
０
年
頃
か
ら

特
に
注
目
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
英
語
力
の
低
さ
や
日
本
企
業
の

競
争
力
低
下
な
ど
を
背
景
に
、
政
府
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
を
重
要
課
題
と
し
ま
し
た
。
社
内
公
用
語
を
英
語
に
す
る
企

業
も
あ
り
、
官
民
挙
げ
て
取
組
み
が
加
速
し
た
の
で
す
。

そ
う
し
た
成
果
も
あ
っ
て
、
２
０
１
０
年
代
は
日
本
人
学
生

の
海
外
留
学
と
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
が
順
調
に
増
加
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
も
控
え
、
こ
の
ま
ま
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
期
待
さ
れ

た
矢
先
に
コ
ロ
ナ
禍
が
訪
れ
ま
し
た
。
国
際
交
流
は
大
幅
に
減

少
、
各
国
の
出
入
国
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
後
も
円
安
に
よ
っ
て

費
用
が
高
騰
し
、
海
外
留
学
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
ま
り
ま
し
た
。

長
年
の
日
本
の
課
題
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
や
英
語
教

育
は
、
い
ま
再
び
喫
緊
の
課
題
な
の
で
す
。

④ 
英
語
教
育

5.4 万人

11.5 万人

0.1 万人

31.2 万人

24.2 万人
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2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021（年）
日本人留学生数 国内外国人留学生数

（万人）

11.5 万人

（注） 日本人留学生は大学等が把握している日本人留学生数（主に中短期留学）。
外国人留学生数は高等教育機関と日本語教育機関の合計。

（出典） （独）日本学生支援機構「日本人学生留学状況調査」、「外国人留学生在籍状況調査結果」
より作成

日本人留学生数と国内における外国人留学生数の推移
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ぼ
く
に
出
す　

メ
ー
ル
の
打
ち
方　

聞
く
上
司

	

ホ
ワ
イ
ト
エ
ン
ジ
ェ
ル
（
第
12
回　

１
９
９
８
年
）

活
字
読
む　

子
ど
も
の
手
に
は　

「
ホ
ン
」
よ
り
「
フ
ォ
ン
」

	

ス
マ
ー
ト
ブ
ッ
ク
（
第
29
回　

２
０
１
５
年
）

「
マ
マ
、
お
願
い　

宿
題
教
え
て
」　

「
グ
グ
っ
た
ら
」

	

あ
ん
ど
ら
ご
ら
（
第
31
回　

２
０
１
７
年
）

人
生
が　

１
０
０
年
と
な
り　

大
慌
て

	

老
行
燈
（
第
31
回　

２
０
１
７
年
）

ロ
ボ
ッ
ト
と　

職
奪
い
合
う　

新
時
代

	
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
（
第
33
回　

２
０
１
９
年
）

学
校
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
、

起
業
家
教
育
な
ど
、
昔
は
な
か
っ
た
新
し
い
教
育
が
様
々
実
施

さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
デ
ジ
タ
ル
化

も
進
み
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
学
習
用
端
末
が
小
中
学
校
に
１
人

１
台
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
学
習
記
録
が
デ
ー
タ
化

さ
れ
、
今
ま
で
の
よ
う
な
一
斉
授
業
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り

の
理
解
度
に
応
じ
た
学
習
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
今
や

宿
題
を
グ
グ
る
だ
け
で
な
く
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
生
成
Ａ

Ｉ
に
読
書
感
想
文
を
書
か
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
思
考
力
低
下
の
懸
念
も
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
技
術
革
新
は
、
職
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
危
機
感

を
生
み
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
な
ど
社
会
人
の

学
び
の
ニ
ー
ズ
も
高
め
て
い
ま
す
。
職
場
に
パ
ソ
コ
ン
が
普
及

し
た
時
も
仕
事
の
進
め
方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
人
生

１
０
０
年
時
代
で
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
学
び
続
け
る
こ
と

が
さ
ら
に
大
切
で
す
。

Ａ
Ｉ
は
じ
め
新
し
い
技
術
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
は
、
子

ど
も
と
大
人
の
共
通
の
課
題
。
人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を

考
え
、
未
来
に
向
か
う
た
め
の
学
び
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

⑤ 
新
し
い
教
育

学校で実施されている新しい教育

アクティブラーニング
ディスカッションやディベート、体験学習など、⽣徒が能動的に参
加する教育⼿法。

STEAM 教育
科学（Science）、技術（Technology）、⼯学（Engineering）、 芸術・
リベラルアーツ（Arts）、数学（Mathematics）の頭⽂字をとった
もの。実社会の問題発⾒・解決に活かすための教科横断的な学習。

プログラミング教育
⼩学校では、プログラミング⾔語の習得ではなく、プログラミング
的思考として「⾃分が意図する⼀連の活動の実現のために、必要な
動きや組合せを論理的に考えていく⼒」を養うことなどがねらい。

起業家教育
起業家精神（チャレンジ精神、創造性、探究⼼等）と起業家的資質・
能⼒（情報収集・分析⼒、判断⼒、実⾏⼒、リーダーシップ、コミュ
ニケーション⼒等）を有する⼈材を育成する教育。

主権者教育
国や社会の問題を⾃分の問題として捉え、⾃ら考え、⾃ら判断し、
⾏動していく主権者を育成していく教育。
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さ
い
ご
に

教
育
に
は
不
易
流
行
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
不
易
と
は
豊
か
な
人
間
性
や
思
い
や
り
な
ど
「
時

代
を
超
え
て
変
わ
ら
な
い
価
値
の
あ
る
も
の
」、
流
行
と
は
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
な
ど
「
時
代
の
変

化
と
と
も
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
」
で
す
。
新
し
い
技
術
に
よ
っ
て
生
活
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
い
ま
、
そ
れ
ら
を
使
い
こ
な
す
（
流
行
）
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
と
は
違
う
人
間
な
ら
で
は
の
資
質
・

能
力
（
不
易
）
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
間
ら
し
さ
と
は
何
か
？
と
て
も
難
し
い
問
い
で
す
が
、
我
々
に

課
せ
ら
れ
て
い
る
宿
題
で
す
。

そ
し
て
、
不
易
を
果
た
す
に
は
流
行
を
取
り
入
れ
る
、
つ
ま
り
大
事
な
も
の
を
保
つ
に
は
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
す
。
サ
ラ
川
に
は
、
時
代
の
変
化
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
そ
れ
を
楽
し
む
人
々
の
様
子
が
反

映
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
人
間
な
ら
で
は
の
力
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
サ
ラ
川

が
多
様
で
イ
キ
イ
キ
と
し
た
「
人
間
ら
し
さ
」
を
照
ら
し
続
け
て
い
け
た
ら
幸
い
で
す
。

第一生命経済研究所　担当研究員紹介

鄭 美沙（てい みさ）
第一生命経済研究所　
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第 2 部　お金
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第 3 部　つながり
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